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国
語
学
・
国
文
学
研
究
室

講
義
題
目

令
和
三
年
度
前
期

文
学
部

国
語
学
講
義　

日
本
語
文
法
史
研
究
（
１
）   

青　

木　

博　

史

国
語
学
演
習　

中
世
語
研
究
（
１
）   

青　

木　

博　

史

国
語
学
講
義　

コ
ー
パ
ス
日
本
語
学 

 
 

国
立
国
語
研
究
所　

小
木
曽　

智　

信

国
語
学
講
義　

コ
ー
パ
ス
に
よ
る
平
安
時
代
日
本
語
文
法
の
記
述 

 
 

青
山
学
院
大
学　

近　

藤　

泰　

弘

国
文
学
講
義　
『
堤
中
納
言
物
語
』
講
読
（
１
）   

岡　

田　

貴　

憲

国
文
学
演
習　
『
和
泉
式
部
日
記
』
研
究
（
１
）   

岡　

田　

貴　

憲

国
文
学
講
義　

異
な
る
価
値
観
と
の
対
話

―
近
世
文
学
十
余
講

― 
 

 

川　

平　

敏　

文

国
文
学
演
習　
『
猿
蓑
』
訳
注
と
自
主
研
究
Ⅰ   

川　

平　

敏　

文

国
文
学
演
習　

日
本
近
代
文
学
作
品
研
究   

松　

本　

常　

彦

国
文
学
講
義　

草
書
で
読
む
近
世
近
代
漢
詩
文 

 
 

早
稲
田
大
学　

池　

澤　

一　

郎

人
文
科
学
府

日
本
語
史
特
論　

日
本
語
文
法
史
研
究
（
１
）   

青　

木　

博　

史

日
本
近
代
語
史
研
究　

抄
物
資
料
研
究
（
１
）   

青　

木　

博　

史

博
士
演
習　

通
時
コ
ー
パ
ス
の
活
用   

青　

木　

博　

史

日
本
語
学
方
法
論
特
論　

コ
ー
パ
ス
日
本
語
学 

 
 

国
立
国
語
研
究
所　

小
木
曽　

智　

信

日
本
語
学
特
論　

コ
ー
パ
ス
に
よ
る
平
安
時
代
日
本
語
文
法
の
記
述 

 
 

青
山
学
院
大
学　

近　

藤　

泰　

弘

日
本
古
代
文
学
特
論　
『
堤
中
納
言
物
語
』
探
究
（
１
）   

岡　

田　

貴　

憲

日
本
古
代
文
学
作
品
研
究　
『
源
氏
物
語
』
研
究
（
１
）   

岡　

田　

貴　

憲

博
士
演
習　

中
古
文
学
研
究
の
方
法
（
１
）   

岡　

田　

貴　

憲

日
本
近
世
文
学
特
論　

近
世
小
説
史
特
論
（
１
）   

川　

平　

敏　

文

日
本
近
世
文
学
作
品
研
究　

山
岡
元
隣
『
宝
蔵
』
訳
注 

 
 

川　

平　

敏　

文

博
士
演
習　

近
世
文
学
研
究
方
法
論   

川　

平　

敏　

文

日
本
近
代
文
学
作
品
研
究　

   

松　

本　

常　

彦

論
文
指
導   

各　
　

教　
　

員

日
本
文
学
特
論　

肉
筆
で
読
む
近
世
近
代
の
漢
詩
文 

 
 

早
稲
田
大
学　

池　

澤　

一　

郎

彙
　報
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博
士
演
習　

中
古
文
学
研
究
の
方
法
（
２
）   

岡　

田　

貴　

憲

日
本
近
世
文
学
特
論　

俳
諧
史
特
論   

川　

平　

敏　

文

日
本
近
世
文
学
作
品
研
究　

山
岡
元
隣
『
宝
蔵
』
訳
注   

川　

平　

敏　

文

博
士
演
習　

近
世
文
学
研
究
方
法
論   

川　

平　

敏　

文

日
本
近
代
文
学
作
品
研
究　

   

松　

本　

常　

彦

論
文
指
導   

各　
　

教　
　

員

学
会
・
研
究
室
行
事

○
令
和
三
年
度　

九
州
大
学
国
語
国
文
学
会	

	

二
〇
二
一
年
六
月
六
日
（
日
）　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

松
尾
芭
蕉
と
老
荘
思
想

―
「
誠
」
の
理
念
を
中
心
に

― 
 

 

陳　
　
　

笑　

薇

和
漢
朗
詠
集
の
整
備
と
流
通   

村　

上　

義　

明

『
堤
中
納
言
物
語
』
の
注
釈
と
推
測
批
判   

岡　

田　

貴　

憲

時
間
名
詞
「
今
般
」
に
つ
い
て   

金　
　
　

香　

梅 

形
容
詞
の
語
形
成
史

―
中
世
・
近
世
を
中
心
に

― 
 

 

村　

山　

実
和
子

《
講
演
》「
つ
れ
づ
れ
」
の
転
変

―
徒
然
草
・
序
段
解
釈
史

― 
 

 

川　

平　

敏　

文

令
和
三
年
度
後
期

文
学
部

国
語
学
講
義　

日
本
語
文
法
史
研
究
（
２
）   

青　

木　

博　

史

国
語
学
演
習　

中
世
語
研
究
（
２
）   

青　

木　

博　

史

国
語
学
演
習　
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
』「
上
代
語
概
説
」
を
よ
む 

 
 

関
西
大
学　

乾　
　
　

善　

彦

国
語
学
（
書
道
）　

国
語
学
（
書
道
）
Ⅱ 
 

 

福
岡
教
育
大
学　

服　

部　

一　

啓

国
文
学
講
義　
『
堤
中
納
言
物
語
』
講
読
（
２
）   

岡　

田　

貴　

憲

国
文
学
演
習　
『
和
泉
式
部
日
記
』
研
究
（
２
）   

岡　

田　

貴　

憲

国
文
学
講
義　

俳
諧
史
へ
の
招
待   

川　

平　

敏　

文

国
文
学
演
習　
『
猿
蓑
』
訳
注
と
自
主
研
究
Ⅱ   

川　

平　

敏　

文

国
文
学
演
習　

日
本
近
代
文
学
作
品
研
究   
松　

本　

常　

彦

国
語
学
・
国
文
学
基
礎
演
習　

日
本
語
学
・
日
本
文
学
研
究
入
門 

 
 

青
木
博
史
・
川
平
敏
文

人
文
科
学
府

日
本
語
史
特
論　

日
本
語
文
法
史
研
究
（
２
）   

青　

木　

博　

史

日
本
近
代
語
史
研
究　

抄
物
資
料
研
究
（
２
）   

青　

木　

博　

史

博
士
演
習　

通
時
コ
ー
パ
ス
の
活
用   

青　

木　

博　

史

日
本
古
代
語
史
研
究　
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
』「
上
代
語
概
説
」
を
よ
む  

 

関
西
大
学　

乾　
　
　

善　

彦

日
本
古
代
文
学
特
論　
『
堤
中
納
言
物
語
』
探
究
（
２
）   

岡　

田　

貴　

憲

日
本
古
代
文
学
作
品
研
究　
『
源
氏
物
語
』
研
究
（
２
）   

岡　

田　

貴　

憲
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○
第
七
十
一
回　

西
日
本
国
語
国
文
学
会	

	
二
〇
二
一
年
九
月
四
日
（
土
）　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

市
河
寛
斎
の
陸
詩
注
釈
書
考 

 
―
近
世
後
期
詩
壇
に
お
け
る
陸
詩
受
容
史
一
斑

― 
 

 

王　
　
　

自　

強

『
御
津
の
浜
松
』
吉
野
の
姫
君
に
お
け
る
女
三
の
宮
の
影
響 
 

 

千　

葉　

直　

人

中
世
王
朝
物
語
に
お
け
る
親
王
官
の
位
置
付
け  

―
『
石
清
水
物
語
』
の
中
務
宮
を
め
ぐ
っ
て

― 
 

 

宮　

﨑　

裕　

子

洞
門
抄
物
と
副
詞
タ
シ
カ   

古　

田　

龍　

啓

 

（
関
係
者
の
み
）

研
究
室
刊
行
物

○
語
文
研
究　

第
一
三
〇
・
一
三
一
号
（
二
〇
二
一
年
六
月
発
行
）	

	

※
高
山
倫
明
教
授
・
辛
島
正
雄
教
授
退
任
記
念
号

仮
名
文
書
の
資
料
性

―
譲
状
の
定
型
的
表
現
か
ら

― 
 

 

辛　

島　

美　

絵

一
九
六
〇
年
代
ま
で
の
助
動
詞
「
め
り
」
の
意
味
解
釈 

 

―
「
推
量
」
と
「
婉
曲
」
の
歴
史
的
経
緯

―   

山　

下　

和　

弘

平
安
時
代
に
お
け
る
「
静
態
動
詞
」
の
一
形
式  

―
動
詞
「
す
む
（
澄
・
清
）」
の
意
味
用
法

― 
 

 

森　

脇　

茂　

秀

『
古
事
記
』
の
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」 

 

―
「
託
」・「
著
（
着
）」
を
用
い
な
い
表
現
の
あ
り
方

― 
 

 

藤　

崎　

祐　

二

『
伊
勢
物
語
』
第
二
十
三
段
「
く
ら
べ
こ
し
」
歌
再
考   

後　

藤　

康　

文

詩
人
が
生
涯
を
振
り
返
る
時

―
平
安
朝
文
人
と
「
与
元
九
書
」

― 
 

 

木　

戸　

裕　

子

『
新
撰
和
歌
六
帖
』
に
お
け
る
『
古
今
和
歌
六
帖
』
出
典
未
詳
歌
の
受
容
と

継
承   

福　

田　

智　

子

王
昭
君
説
話
の
語
り
方   

田　

村　
　
　

隆

「
選
ぶ
」
伊
勢
と
「
書
く
」
伊
勢 

 

―
版
本
『
伊
勢
物
語
』
に
み
る
伊
勢
図
像

―   

日　

高　

愛　

子

『
栄
花
物
語
』
正
編
の
引
歌
表
現

―
諸
行
無
常
へ
の
導
き

― 
 

 

二　

宮　

愛　

理

『
う
つ
ほ
物
語
』
俊
蔭
と
仲
忠
と
を
結
ぶ
も
の 

 

―
「
君
子
不
器
」
の
理
想

―   

余　
　
　

鴻　

燕

『
狭
衣
物
語
』
に
お
け
る
『
枕
草
子
』
受
容
の
再
検
討   

閻　
　
　

紹　

婕

瘤
取
り
爺
の
芸
能

―
滑
稽
譚
と
し
て
読
む
宇
治
拾
遺
物
語
第
三
話

―  
 

大　

木　

桃　

子

『
在
明
の
別
』
の
内
大
臣
は
「
嫡
子
」
な
の
か   

宮　

﨑　

裕　

子
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『
在
明
の
別
』
に
お
け
る
男
装
の
姫
君
の
苦
悩
と
そ
の
対
処
と
し
て
の
教
育  

 

小　

松　

明
日
佳

黄
表
紙
の
「
大
通
」

―
そ
の
作
品
と
用
例

―   

園　

田　
　
　

豊

江
戸
幕
臣
文
壇
と
荷
田
在
満   

久
保
田　

啓　

一

『
淡
窓
詩
話
』
と
『
醒
斎
語
録
』   

高　

橋　

昌　

彦

「
つ
れ
づ
れ
」
と
は
何
か
・
補
説   

川　

平　

敏　

文

礫
川
南
嶺
・
東
船
笑
登
満
人
・
十
字
亭
三
九
に
関
す
る
再
考
察 
 

 

康　
　
　

志　

賢

国
学
者
の
絵
巻
模
写 

 

―
長
沢
伴
雄
稿
『
年
中
行
事
画
巻
略
』
を
中
心
に

― 
 

 

亀　

井　
　
　

森

外
寇
調
伏
の
祈
り
と
幕
末
の
神
風
歌   

吉　

良　

史　

明

小
津
久
足
と
本
居
大
平

―
大
平
添
削
へ
の
反
駁   
菱　

岡　

憲　

司

注
釈
書
の
整
備

―
『
和
漢
朗
詠
集
』
を
例
と
し
て

― 
 

 

村　

上　

義　

明

太
宰
治
作
品
に
お
け
る
「
語
り
手
」
の
問
題

―
中
期
作
品
を
中
心
に

―  
 

長　

野　

秀　

樹

太
宰
治
「
黄
金
風
景
」
論

―
戦
争
を
軸
と
し
た
解
釈

― 
 

 

河　

内　

重　

雄

松
本
清
張
「
断
碑
」
の
起
源
と
そ
の
意
義   

松　

本　

常　

彦

ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
「
老
人
と
海
」
と
安
達
征
一
郎
「
祭
り
の
海
」 

 

―
カ
リ
ブ
海
と
ト
カ
ラ
列
島
の
ト
ポ
ロ
ジ
ー

― 
 

 

松　

下　

博　

文

長
崎
県
佐
世
保
市
宇
久
町
平
方
言
の
「
進
行
」
の
「
オ
ル
」 

 
 

門　

屋　

飛　

央

日
本
漢
語
に
お
け
る
品
詞
判
別
上
の
諸
問
題
・
続
貂   

張　
　
　
　
　

愚

鹿
児
島
方
言
に
お
け
る
格
助
詞
ガ
・
ノ
の
分
布  

―
近
現
代
の
談
話
と
ロ
シ
ア
資
料
を
対
象
に

― 
 

 

久
保
薗　
　
　

愛

本
文
か
ら
見
た
『
新
訳
華
厳
経
音
義
私
記
』
の
撰
述
と
背
景 

 
 

賈　
　
　
　
　

智

副
詞
「
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
」
類
の
成
立 

 

―
副
詞
の
呼
応
に
お
け
る
仮
定
と
可
能
性
想
定
の
分
化

― 
 

 

川　

瀬　
　
　

卓

南
琉
球
黒
島
方
言
と
宮
良
方
言
の
親
族
名
称
と
呼
称   

荻　

野　

千
砂
子

長
崎
方
言
の
終
助
詞
タ
イ
の
変
遷
に
つ
い
て 

 

―
近
世
近
代
の
長
崎
史
料
を
中
心
に

―   

前　

田　

桂　

子

九
州
の
大
学
生
に
お
け
る
ア
ス
ペ
ク
ト
表
現
の
実
態   

二
階
堂　
　
　

整

東
国
文
献
の
開
音
・
合
音
・
ウ
段
音   

江　

口　

泰　

生

○
文
献
探
究　

第
五
九
号
（
二
〇
二
一
年
三
月
発
行
）

《
口
絵
・
解
説
》『
日
本
国
現
報
善
悪
霊
異
記
』（
九
州
大
学
附
属
図
書
館 

春
日
政
治
・
和
男
文
庫
蔵
）   

古　

田　

龍　

啓

〈
資
料
紹
介
〉
大
牟
田
市
立
三
池
カ
ル
タ
・
歴
史
資
料
館
蔵
貝
型
源
氏
物
語

カ
ル
タ
二
種   

宮　

﨑　

裕　

子
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九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
さ
こ
ろ
も
』
解
題
と
翻
刻
（
四
） 

 
 

閻　
　
　

紹　

婕

「
蔵
開
」
の
意
味

―
象
徴
と
し
て
の
唐
物

―   

余　
　
　

鴻　

燕

馬
琴
と
小
枝
繁
の
善
悪
観

―
人
物
造
型
を
中
心
に

― 
 

 

施　
　
　

超　

智

翻
刻　

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
蔵
『
論
語
講
義
筆
記
』
第
一
巻
（
序
・

学
而
・
為
政
）   

古　

田　

龍　

啓

○
西
日
本
国
語
国
文
学　

第
八
号
（
二
〇
二
一
年
八
月
発
行
）

『
東
唐
細
見
噺
』
考  

―
京
都
と
い
う
「
場
」
と
堵
庵
心
学
・
書
肆
銭
屋

― 
 

 

吉　

田　
　
　

宰

市
河
寛
斎
の
艶
詩
と
六
朝
詩
風   
王　
　
　

自　

強

諏
訪
社
大
宮
司
青
木
永
章
の
こ
と 
 

―
近
世
後
期
長
崎
の
雅
会
の
牽
引
者

―   
吉　

良　

史　

明
 

（
関
係
者
の
み
）

中
国
文
学
研
究
室

講
義
題
目

 

＊
印
は
他
講
座
教
員
と
の
共
同
オ
ム
ニ
バ
ス
授
業

令
和
三
年
度
前
期
（
春
学
期
・
夏
学
期
）

基
幹
教
育
科
目

基
幹
教
育
セ
ミ
ナ
ー   

井＊　

口　

講　

師

文
系
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
科
目
（
文
学
・
言
語
学
入
門
）   

静　

永　

教　

授

司
書
科
目

図
書
・
図
書
館
史　

中
国
の
図
書
・
図
書
館
の
歴
史   

井＊　

口　

講　

師

文
学
部

講
義　

唐
詩
の
格
律
論
と
切
韻
音
系   

静　

永　

教　

授

講
義　

中
国
白
話
文
学
研
究   

 

井　

口　

講　

師

講
義　

辞
賦
文
学
史
：
春
秋
戦
国
か
ら
前
漢
初
期
ま
で 

 
 

（
西
南
学
院
大
学
）
栗
山
雅
央
講　

師

演
習　

唐
汝
詢
唐
詩
解
会
読   

静　

永　

教　

授

演
習　

中
国
白
話
小
説
講
読   

井　

口　

講　

師

演
習　

中
国
文
学
研
究
法   

井
口
講
師
・
静
永
教
授

中
国
語
（
中
級
）
Ⅰ
・
中
国
語
初
歩
Ⅰ   

（
佐
賀
大
学
）
中
尾
友
香
梨
教
授

中
国
語
科
指
導
法
Ⅱ   

種
村
由
季
子
講
師

人
文
科
学
府

現
代
文
化
論
Ｃ　

目
加
田
誠
「
北
平
日
記
」
を
読
む   

静　

永　

教　

授
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講
義　

辞
賦
文
学
史
：
春
秋
戦
国
か
ら
前
漢
初
期
ま
で 

 
 

（
西
南
学
院
大
学
）
栗
山
雅
央
講　

師

演
習　

文
選
の
研
究   

静　

永　

教　

授

演
習　
『
列
朝
詩
集
』
訳
注   

井　

口　

講　

師

演
習
・
博
士
演
習　

中
国
文
学
研
究
法   

井
口
講
師
・
静
永
教
授

論
文
指
導　

中
国
語
学
中
国
文
学
の
諸
問
題   

静　

永　

教　

授

論
文
指
導　

中
国
語
学
中
国
文
学
の
諸
問
題   

井　

口　

講　

師

令
和
三
年
度
後
期
（
秋
学
期
・
冬
学
期
）

文
学
部
共
通
科
目

人
文
学
基
礎
Ⅱ　

唐
詩
か
ら
の
お
く
り
も
の   

静＊　

永　

教　

授

人
文
学
Ⅱ　

竹
取
物
語
「
月
の
顔
見
る
は
忌
む
こ
と
」
考 

 
 

静＊　

永　

教　

授

教
職
科
目

教
職
実
践
演
習
（
国
語
科
）   

静　

永　

教　

授

文
学
部

講
義　

唐
詩
の
格
律
論
と
切
韻
音
系   

静　

永　

教　

授

講
義　

中
国
白
話
文
学
研
究   

岩　

崎　

助　

教

講
義　

辞
賦
文
学
史
：
前
漢
か
ら
後
漢
末
ま
で 

 
 

（
西
南
学
院
大
学
）
栗
山
雅
央
講　

師

演
習　

唐
汝
詢
唐
詩
解
会
読   

静　

永　

教　

授

演
習　

中
国
白
話
小
説
講
読   

岩　

崎　

助　

教

演
習　

古
典
文
学
作
品
研
読   

段　
　
　

教　

師

演
習　

中
国
文
学
研
究
法 

 
 

岩
崎
助
教
・
段
教
師
・
井
口
講
師
・
静
永
教
授

中
国
語
（
中
級
）
Ⅱ
・
中
国
語
初
歩
Ⅱ   

（
佐
賀
大
学
）
中
尾
友
香
梨
教
授

中
国
語
会
話
Ⅰ
・
中
国
語
作
文
Ⅰ   

段　
　
　

教　

師

人
文
科
学
府	

講
義　

辞
賦
文
学
史
：
前
漢
か
ら
後
漢
末
ま
で 

 
 

（
西
南
学
院
大
学
）
栗
山
雅
央
講　

師

演
習　

文
士
伝
精
読   

静　

永　

教　

授

演
習　

中
国
白
話
小
説
講
読   

岩　

崎　

助　

教

演
習
・
博
士
演
習　

中
国
文
学
研
究
法 

 
 

岩
崎
助
教
・
段
教
師
・
井
口
講
師
・
静
永
教
授

論
文
指
導　

中
国
語
学
中
国
文
学
の
諸
問
題   

静　

永　

教　

授

論
文
指
導　

中
国
語
学
中
国
文
学
の
諸
問
題   

岩
崎
助
教
・
井
口
講
師

学
会
・
研
究
室
行
事
等

○
中
国
文
藝
座
談
会

第
三
一
二
回
（
二
〇
二
一
年
三
月
六
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

長
屋
王
の
う
た
げ
と
そ
の
詩   

久　

富　

茉　

奈

青
年
時
代
の
菅
原
道
真   

吉　

野　
　
　

桜

『
三
国
志
演
義
』
に
お
け
る
張
遼
像   

尾　

家　

季　

央

明
の
統
治
体
制
に
関
わ
る
考
察   

岡　

部　

和　

哉

試
論
法
藏
三
份
《
文
選
》
冩
巻
的
綴
合
與
断
代   

景　
　
　
　
　

浩
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第
三
一
三
回
（
二
〇
二
一
年
五
月
二
十
二
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

白
居
易
「
遊
悟
真
寺
」
詩
の
受
容
か
ら
見
る
清
代
中
期
詩
壇
の
一
側
面  

―
趙
翼
・
翁
方
綱
を
中
心
に   

汪　
　
　
　
　

洋

三
言
二
拍
に
見
え
る
武
人   

井　

口　

千　

雪

第
三
一
四
回
（
二
〇
二
一
年
七
月
二
十
四
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

単
士
釐
の
出
逢
っ
た
日
仏
の
女
性
た
ち   

稲　

森　

雅　

子

唐
詩
の
微
韻
に
つ
い
て   

静　

永　
　
　

健

第
三
一
五
回
（
二
〇
二
一
年
九
月
二
十
五
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

空
海
の
碑
文
に
お
け
る
中
国
の
宇
宙
観
・
地
理
観
の
受
容
に
つ
い
て 

 
 

（
四
川
大
）
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
マ
ツ
ダ

唐
汝
詢
と
そ
の
『
唐
詩
解
』   

陳　
　
　

禕　

璇

村
瀬
栲
亭
と
『
垂
糸
海
棠
詩
纂
』   

（
明
治
大
）
甲　

斐　

雄　

一

第
三
一
六
回
（
二
〇
二
一
年
十
一
月
二
十
七
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

天
理
図
書
館
所
蔵
の
『
西
廂
記
』
孤
本
に
つ
い
て   
黄　
　
　

冬　

柏

目
加
田
誠
『
北
京
旅
行
日
記
（
一
九
三
六
年
）』

―
中
間
報
告 

 
 

稲　

森　

雅　

子

受
賞

人
文
科
学
府
長
賞
令
和
二
年
度
優
秀
賞
（
三
月
二
十
四
日
）

南
曲
『
元
宵
鬧
傳
奇
』
と
『
水
滸
傳
』   

鶴　

田　
　
　

茜

文
学
部
同
窓
会
奨
学
会
令
和
三
年
度
優
秀
研
究
賞
（
十
月
二
日
）

六
朝
文
人
陸
機
に
関
す
る
新
研
究   

王　
　
　

昊　

聡

研
究
室
刊
行
物

○	『
中
国
文
学
論
集
』
第
四
十
九
号
（
二
〇
二
〇
年
十
二
月
二
十
五
日
発
行
）

「
嫩
」
の
文
学
史

―
南
朝
隋
唐
文
学
の
一
側
面

―   

林　
　
　

暁　

光

『
天
津
芸
術
博
物
館
蔵
敦
煌
本
文
選
註
疏
證
』
補
校
三
則 

 
 

景　
　
　
　
　

浩

対
句
か
ら
見
た
『
唐
物
語
』
楊
貴
妃
説
話
に
お
け
る
「
長
恨
歌
」「
長
恨
歌

伝
」
の
襲
用   

竹　

村　

則　

行

空
海
と
そ
の
書
道
論 

 

―
「
献
梵
字
并
雑
文
表
」
と
「
勅
賜
屏
風
書
了
即
献
表
」
を
中
心
に  

 

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
マ
ツ
ダ

歐
陽
脩
は
二
重
人
格
か 

 

―
詞
の
作
成
場
面
と
受
容
環
境
に
着
目
し
て

―   

東　
　
　

英　

寿

和
刻
漢
籍
《
冠
注
輔
教
編
》
的
學
術
價
値   

鍾　
　
　
　
　

東

周
之
標
『
四
六
琯
朗
集
』
初
探

―
編
者
の
声
望
と
人
脈
の
考
察
を
中
心
に  

 

岩　

崎　

華
奈
子

目
加
田
誠
旧
蔵
一
九
三
四
年
大
学
講
義
プ
リ
ン
ト 

 

総
説
・（
一
）
楊
樹
達
篇   

稲　

森　

雅　

子 

（
二
）
陸
宗
達
篇   

王　
　
　

昊　

聡 
（
三
）
黄　

節
篇   

木　

村　

淳　

美 
（
四
）
馬　

廉
篇   

汪　
　
　
　
　

洋 

（
五
）
孫
人
和
篇   

陳　
　
　

禕　

璇
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目
加
田
誠
『
北
京
旅
行
日
記
（
一
九
三
六
年
）』
翻
刻
注
（
一
） 

 
 

稲　

森　

雅　

子

社
会
連
携
事
業

○
中
国
古
典
文
学
講
演
会 

 
 

（
二
〇
二
一
年
二
月
十
一
日
、
於
大
野
城
心
の
ふ
る
さ
と
館
）

水
を
た
の
し
み
、
山
を
た
の
し
む

―
中
国
古
典
の
世
界 

 
 

静　

永　
　
　

健

○
九
州
大
学
附
属
図
書
館
第
四
十
三
回
貴
重
文
物
講
習
会 

 
 

（
二
〇
二
一
年
六
月
十
八
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

唐
・
玄
宗
『
紀
泰
山
銘
』
の
原
拓
資
料
と
銘
文
の
概
要 

 
 

（
本
学
名
誉
教
授
）
竹　

村　

則　

行

○
教
員
免
許
状
更
新
講
習
（
新
し
い
時
代
の
古
典
教
育
） 

 
 

（
二
〇
二
一
年
七
月
三
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

第
一
講　

論
語
は
た
の
し
く
／
第
二
講　

唐
詩
は
ゆ
た
か
に 

 
 

静　

永　
　
　

健

○
特
別
展
「
国
宝　

翰
苑
の
世
界
」
関
連
古
典
文
学
講
演
会 

 
 

（
二
〇
二
一
年
十
月
二
十
七
日
、
於
大
野
城
心
の
ふ
る
さ
と
館
）

中
国
で
滅
び
、
日
本
に
残
っ
た
古
抄
本
三
題 

 

―
琱
玉
集
・
翰
苑
・
遊
仙
窟   

（
本
学
名
誉
教
授
）
竹　

村　

則　

行

 

（
二
〇
二
一
年
十
二
月
七
日
、
於
大
野
城
心
の
ふ
る
さ
と
館
）

日
本
人
は
本
が
好
き   

静　

永　
　
　

健

○
日
本
学
術
会
議
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム	

	

「
戦
後
ア
ジ
ア
の
地
域
再
編
と
学
術
の
共
同

―
分
断
・
協
調
・
再
分
断

を
超
え
て

―
」

 

（
二
〇
二
一
年
十
二
月
四
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

開
戦
前
夜
の
日
中
学
術
交
流　

民
国
北
京
の
大
学
人
と
日
本
人
留
学
生 

 
 

稲　

森　

雅　

子

人
事
異
動

景　
　
　

浩 
 

三
月
三
十
一
日
、
九
州
大
学
特
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
教
員
（
外

国
人
教
師
）
を
終
え
て
、
西
北
師
範
大
学
に
帰
任
。

稲
森　

雅
子 

 

三
月
三
十
一
日
、
九
州
大
学
人
文
科
学
研
究
院
助
教
を
満

期
退
職
。

岩
崎
華
奈
子 

十
月
一
日
、
九
州
大
学
人
文
科
学
研
究
院
助
教
に
着
任
。

段　
　

天
姝 

 

十
一
月
十
九
日
、
九
州
大
学
特
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
教
員
（
外

国
人
教
師
）
と
し
て
、
雲
南
大
学
よ
り
着
任
。
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英
語
学
・
英
文
学
研
究
室

講
義
題
目
（
令
和
三
年
度
前
学
期
）

英
語
学

論
文
指
導 

論
文
指
導   

西　

岡　

教　

授

論
文
指
導 

論
文
指
導   

大　

橋　

教　

授

博
士
演
習 

統
語
論
研
究
Ⅰ   

西　

岡　

教　

授

博
士
演
習 

認
知
言
語
学
入
門
Ⅰ   

大　

橋　

教　

授

英
語
学
講
義
Ⅰ 

英
文
法
の
諸
問
題   

西　

岡　

教　

授

英
語
学
演
習
Ⅳ 

英
語
統
語
論
入
門   

西　

岡　

教　

授

英
語
学
演
習
Ⅶ 

English Phonology   

ル
ー
ナ　

教　

師

英
語
学
演
習
Ⅷ 

Introduction to M
orphology and M

orphosyntax  
 

ル
ー
ナ　

教　

師

英
語
学
特
論
Ⅰ 

英
語
の
構
造
と
変
異
Ⅰ   
西　

岡　

教　

授

英
語
学
研
究
Ⅰ 

統
語
論
研
究
Ⅰ   

西　

岡　

教　

授

英
語
学
研
究
Ⅶ 

認
知
言
語
学
入
門
Ⅰ   

大　

橋　

教　

授

英
語
学
特
殊
研
究
Ⅲ 
A

 D
iscourse/U

sage-Based A
pproach to 

Gram
m

ar   

ル
ー
ナ　

教　

師

英
会
話
Ⅰ 

English Conversation 1      

ル
ー
ナ　

教　

師

英
語
Ⅴ 
Introduction to English D

iscourse T
ranscription 

 
 

ル
ー
ナ　

教　

師

イ
ギ
リ
ス
文
学

論
文
指
導 

論
文
指
導   

鵜　

飼　

教　

授

博
士
演
習 
Charlotte Brontë, Jane E

yre

研
究   

鵜　

飼　

教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
演
習
Ⅳ 

Jane A
usten

研
究   

鵜　

飼　

教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
演
習
Ⅴ 

Charles D
ickens

研
究   

鵜　

飼　

教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
特
論
Ⅰ 

K
azuo Ishiguro, N

ever Let M
e G

o

論 
 

 

鵜　

飼　

教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
研
究
Ⅲ 

Charlotte Brontë, Jane E
yre

研
究 

 
 

鵜　

飼　

教　

授

ア
メ
リ
カ
文
学

論
文
指
導 

論
文
指
導   

高　

野　

准
教
授

博
士
演
習 

批
評
の
方
法   

高　

野　

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
講
義
Ⅳ 

都
市
の
ア
メ
リ
カ
文
学   

高　

野　

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
演
習
Ⅱ 

N
athaniel H

aw
thorne

のT
he Scarlet 

Letter

を
読
む   

高　

野　

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
演
習
Ⅶ  

19
th Century A

m
erican Literature 

 
 

ク
ロ
ン
ツ
教　

師

ア
メ
リ
カ
文
学
演
習
Ⅷ 

H
arm

an M
elville   

ク
ロ
ン
ツ
教　

師

ア
メ
リ
カ
文
学
研
究
Ⅲ 

批
評
の
方
法   

高　

野　

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
特
論
Ⅲ 

Edith W
harton

のT
w

ilight Sleep 
 

 

高　

野　

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
化
研
究
Ⅲ 

N
ative A

m
erican   

ク
ロ
ン
ツ
教　

師

英
会
話
Ⅰ 

English Conversation   

ク
ロ
ン
ツ
教　

師

英
作
文
Ⅰ 

Personal Essay W
riting   

ク
ロ
ン
ツ
教　

師
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講
義
題
目
（
令
和
三
年
度
後
学
期
）

英
語
学

論
文
指
導 

論
文
指
導   

西　

岡　

教　

授

論
文
指
導 
論
文
指
導   

大　

橋　

教　

授

博
士
演
習 
統
語
論
研
究
Ⅱ   

西　

岡　

教　

授

博
士
演
習 

博
士
演
習   

大　

橋　

教　

授

英
語
学
演
習
Ⅰ 

極
性
表
現
を
考
え
る   

西　

岡　

教　

授

英
語
学
演
習
Ⅹ 

英
語
統
語
論
入
門
Ⅱ   

西　

岡　

教　

授

英
語
学
演
習
Ⅸ 

A
n Introduction to H

istorical Linguistics 
 

 

ル
ー
ナ　

教　

師

英
語
学
特
論
Ⅳ 

英
語
の
構
造
と
変
異
Ⅱ   

西　

岡　

教　

授

英
語
学
研
究
Ⅳ 

統
語
論
研
究
Ⅱ   

西　

岡　

教　

授

英
語
学
研
究
Ⅷ 

認
知
言
語
学
入
門
Ⅰ   
大　

橋　

教　

授

英
語
学
特
殊
研
究
Ⅳ 

Language and Culture Redux: A
 D

iscussion 
of D

ialogicality and O
ther Issues   

ル
ー
ナ　

教　

師

英
会
話
Ⅱ 

English Conversation 2      

ル
ー
ナ　

教　

師

英
作
文
Ⅱ 

English Com
position 2    

ル
ー
ナ　

教　

師

英
語
学
講
義
Ⅵ 

英
語
統
語
論
入
門 

 
 

（
大
阪
大
学
大
学
院
言
語
文
化
研
究
科
） 

宮
本
陽
一
教　

授

英
語
学
得
論
Ⅶ 

英
語
統
語
論
入
門 

 
 

（
大
阪
大
学
大
学
院
言
語
文
化
研
究
科
） 

宮
本
陽
一
教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
学

論
文
指
導 

論
文
指
導   

鵜　

飼　

教　

授

博
士
演
習 

Charles D
ickens, A

 T
ale of T

w
o Cities 

 
 

鵜　

飼　

教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
講
義
Ⅱ 

Jane A
usten

論   

鵜　

飼　

教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
演
習
Ⅵ 

D
aniel D

efoe

研
究   

鵜　

飼　

教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
特
論
Ⅱ 

Kazuo Ishiguro, T
he Rem

ains of the Day

論  
 

鵜　

飼　

教　

授

イ
ギ
リ
ス
文
学
研
究
Ⅳ 

Charles D
ickens, A

 T
ale of T

w
o Cities

研
究   

鵜　

飼　

教　

授

ア
メ
リ
カ
文
学

論
文
指
導 

論
文
指
導   

高　

野　

准
教
授

博
士
演
習 

批
評
の
方
法   

高　

野　

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
演
習
Ⅲ 

T
rum

an Capote

のO
ther V

oices, O
ther 

R
oom

s

を
読
む   

高　

野　

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
演
習
Ⅺ 

H
enry Jam

es

のT
he T

urn of the Screw

を
読
む   

高　

野　

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
演
習
Ⅸ 

Science Fiction Genre   

ク
ロ
ン
ツ
教　

師

ア
メ
リ
カ
文
学
研
究
Ⅳ 

批
評
の
方
法   

高　

野　

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
学
特
論
Ⅳ 

Jack London

の
短
編
を
読
む 

 
 

高　

野　

准
教
授

ア
メ
リ
カ
文
化
研
究
Ⅳ 

A
m

erican Postm
odern   

ク
ロ
ン
ツ
教　

師

英
会
話
Ⅱ 

Conversation   

ク
ロ
ン
ツ
教　

師

英
語
Ⅵ 

T
ravel w

riting   

ク
ロ
ン
ツ
教　

師

英
語
文
化
概
論　

A
m

erican Cultures   

ク
ロ
ン
ツ
教　

師
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ア
メ
リ
カ
文
学
講
義
Ⅴ 

W
alden

を
読
む 

 
 

（
明
治
大
学
理
工
学
部
）
山
本
洋
平
教　

授

ア
メ
リ
カ
文
学
特
論
Ⅴ 

W
alden

を
読
む 

 
 

（
明
治
大
学
理
工
学
部
）
山
本
洋
平
教　

授

学
会
・
研
究
行
事

日
本
英
文
学
会
九
州
支
部
第
74
回
大
会
研
究
発
表	

	

（
２
０
２
1
年
10
月　

ウ
ェ
ブ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
）

英
語
学

主
要
部－

主
要
部
構
造
の
ラ
ベ
ル
付
け
に
関
し
て 

川　

満　
　
　

潤

英
語
の
二
次
述
語
構
造
の
ラ
ベ
リ
ン
グ
に
つ
い
て

 
   

久
保
田　
　
　

舞

英
語
のN

egative Concord

に
関
す
る
研
究

 
   

崎　

向　

悠　

太

主
語w

h

疑
問
文
の
派
生
再
考

 
   

末　

永　

広　

大

ラ
ベ
リ
ン
グ
分
析
に
お
け
る
動
詞
句
の
派
生

 
   

宮　

元　
　
　

創
Split M

inim
al Search

 
   

森　

竹　

希　

望

イ
ギ
リ
ス
文
学

A
n U

nsuccessful Pow
er G

rab: Inheritance of F
em

inine 
Invalidism

 and Rebellion of “Sick” W
om

en in W
uthering 

H
eights 

Y
in Y

im
eng

G
reat E

xpectations 

に
お
け
る
ピ
ッ
プ
の
語
り

―
隠
さ
れ
た
暴
力
性

と
無
意
識
の
自
己
編
纂

 
   

横　

井　

翔　

馬

〈
英
語
学
〉

The	Forth	Joint	C
onference	of	N

eo-G
ram

m
ar	C

ircle	and	the	
Fukuoka	Linguistic	C

ircle	
	

（
２
０
２
1
年
4
月　

ウ
ェ
ブ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
）

A
 Phase-Based A

pproach to A
djuncts 

Y
uya Sakum

oto

The	English	Linguistic	Society	of	Japan	14th	International	
Spring	Forum

	

（
２
０
２
1
年
5
月　

ウ
ェ
ブ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
）

A
 M

ovem
ent A

nalysis for Split Control   
Y

uya Sakum
oto

第
13
回
北
海
道
理
論
言
語
学
研
究
会	

	

（
２
０
２
1
年
2
月　

ウ
ェ
ブ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
）

Partial Control

再
考   

作　

元　

裕　

也

A
 Peculiar Phenom

enon in T
here-Construction 

 
 

森　

竹　

希　

望

日
本
英
語
英
文
学
会	

（
２
０
２
1
年
3
月　

ウ
ェ
ブ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
）

付
加
詞
の
可
視
性   

作　

元　

裕　

也

日
本
英
文
学
会
第
93
回
全
国
大
会	

	

（
２
０
２
1
年
5
月　

ウ
ェ
ブ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
）

自
由
併
合
に
お
け
る
移
動
の
制
約   

作　

元　

裕　

也

T
here

構
文
に
お
け
る
格
付
与
と
そ
の
帰
結   

森　

竹　

希　

望
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日
本
英
語
学
会
第
39
回
大
会	

	

（
２
０
２
1
年
11
月　

ウ
ェ
ブ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
）

Partial Control

の
分
析
：
ラ
ベ
ル
と
併
合
の
観
点
か
ら 

 
 

作　

元　

裕　

也

〈
ア
メ
リ
カ
文
学
〉

日
本
ナ
サ
ニ
エ
ル
・
ホ
ー
ソ
ー
ン
協
会
第
39
回
全
国
大
会	

	

（
２
０
２
1
年
5
月　

ウ
ェ
ブ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
）

『
緋
文
字
』
に
お
け
る
男
性
の
身
体   

山　

口　

晋　

平

雑
誌
論
文
・
共
著

『
九
大
英
文
学
』
第
63
号
（
２
０
２
1
年
3
月
）

英
語
学

O
n Locative Inversion in English   

H
ajim

e M
iyam

oto 
A

 Labeling A
nalysis of Q

uantifier Float in English 
 

 
Jun K

aw
am

itsu
O

n the Peculiarities of Sm
all C

lauses: C
lausehood and 

Selectional Relations   
N

ozom
i M

oritake
A

 M
ovem

ent A
nalysis of for to infinitives   

Y
uya Sakum

oto

イ
ギ
リ
ス
文
学

Serious Playfulness: H
um

our in N
octurnes: Five Stories of 

M
usic and N

ightfall   
Sun Jinglu

ア
メ
リ
カ
文
学

『
エ
デ
ン
の
園
』
に
見
る
モ
チ
ー
フ
の
繰
り
返
し   

森　

田　
　
　

司

『
日
本
英
文
学
会
第
93
回proceedings

』（
２
０
２
1
年
）

英
語
学

自
由
併
合
に
お
け
る
移
動
の
制
約   

作　

元　

裕　

也

T
here

構
文
に
お
け
る
格
付
与
と
そ
の
帰
結   

森　

竹　

希　

望

〈
英
語
学
〉

JELS 38

（
２
０
２
１
年
）

N
om

inative O
bjects and Scope in Japanese   

N
ozom

i M
oritake

W
hat D

efines Phases?    
Y

uya Sakum
oto

『
日
本
英
文
学
会
九
州
支
部
第
73
回
大
会Proceedings

』	
	

（
２
０
２
1
年
2
月
）

T
here

構
文
の
派
生   

森　

竹　

希　

望

人
事
異
動

特
に
な
し
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独
文
学
研
究
室

講
義
題
目

二
〇
二
一
年
度
第
一
学
期

文
学
部
・
独
語
学

会
話　

D
EU

T
SCH

 
 

1   

ウ
ル
リ
ヒ
・
ヨ
ハ
ネ
ス
・
バ
イ
ル
教
授

演
習　

D
EU

T
SCH

 
 

2   

ウ
ル
リ
ヒ
・
ヨ
ハ
ネ
ス
・
バ
イ
ル
教
授

演
習　

ド
イ
ツ
語
作
文   
（
非
常
勤
）
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
・
バ
イ
ル
講
師

講
義　

ド
イ
ツ
語
文
献
読
解
演
習   

武　

田　

准
教
授

文
学
部
・
独
文
学

講
義　
「
枠
物
語
」
研
究   

小　

黒　

教　

授

演
習　
『
魔
の
山
』
研
究
（
３
）   

小　

黒　

教　

授

演
習　

U
nterw

egs. Reisegedichte von 1945-2020 
 

 

ウ
ル
リ
ヒ
・
ヨ
ハ
ネ
ス
・
バ
イ
ル
教
授

人
文
科
学
府

演
習　
『
第
三
の
国
』
研
究
（
1
）   

小　

黒　

教　

授

演
習　

シ
ラ
ー
美
学
研
究

―A
nm

ut

とW
ürde

に
つ
い
て
（
２
） 

 
 

武　

田　

准
教
授

演
習　

K
lone, Zom

bies, D
oppelgänger II 

 
 

ウ
ル
リ
ヒ
・
ヨ
ハ
ネ
ス
・
バ
イ
ル
教
授

特
研　

K
olloquium

   

小
黒
教
授
・
武
田
准
教
授

二
〇
二
一
年
度
第
二
学
期

文
学
部
・
独
語
学

会
話　

D
EU

T
SCH

 
 

1   

ウ
ル
リ
ヒ
・
ヨ
ハ
ネ
ス
・
バ
イ
ル
教
授

演
習　

D
EU

T
SCH

 
 

2      

ウ
ル
リ
ヒ
・
ヨ
ハ
ネ
ス
・
バ
イ
ル
教
授

文
学
部
・
独
文
学

講
義　
「
第
三
の
国
」
研
究
序
説   

小　

黒　

教　

授

講
義　

空
気
の
研
究   

武　

田　

准
教
授

演
習　
『
魔
の
山
』
研
究
（
４
）   

小　

黒　

教　

授

演
習　

エ
ロ
ス
を
め
ぐ
る
シ
ン
ポ
ジ
オ
ン   

武　

田　

准
教
授

演
習　

Forschungsreisen im
 Rom

an der Gegenw
art 

 
 

ウ
ル
リ
ヒ
・
ヨ
ハ
ネ
ス
・
バ
イ
ル
教
授

演
習　

Zw
ei Frauen, zw

ei N
ovellen, hundert Jahre D

ifferenz 
 

 

（
非
常
勤
）
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
・
バ
イ
ル
講
師

ド
イ
ツ
文
化
論
（
集
中
講
義
）  

　

ド
イ
ツ
文
学

―
そ
の
形
成
・
変
容
・
更
新 

 
 

（
東
京
大
学
）
大
宮
勘
一
郎
教
授

人
文
科
学
府

演
習　
『
第
三
の
国
』
研
究
（
２
）   

小　

黒　

教　

授

演
習　

シ
ラ
ー
美
学
研
究

―A
nm

ut

とW
ürde

に
つ
い
て
（
３
） 

 
 

武　

田　

准
教
授

演
習　

U
ngehorsam

 und W
iderstand 

 
 

ウ
ル
リ
ヒ
・
ヨ
ハ
ネ
ス
・
バ
イ
ル
教
授

特
研　

K
olloquium

   

小
黒
教
授
・
武
田
准
教
授
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学
会
・
研
究
室
行
事

○	『
九
州
ド
イ
ツ
文
学
』
第
三
十
四
号
（
二
〇
二
〇
年
十
月
発
行
）

〔
論
文
〕

幻
想
の
表
現
形
式
と
し
て
の
フ
モ
ー
ル

― 

E
・
T
・
A
・
ホ
フ
マ
ン
の

小
説
に
お
け
る
空
間
表
象
の
分
析
か
ら

―�

進
藤
良
太

ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
マ
ン
『
ア
ン
リ
四
世
』
に
お
け
る
「
戦
う
フ
マ
ニ
ス
ト
」

に
つ
い
て
の
一
考
察 

長
光　

卓

ヘ
ル
タ
・
ミ
ュ
ラ
ー
『
澱
み
』
に
お
け
る
墓
地
と
し
て
の
故
郷

 

髙
村
俊
典

〔
翻
訳
〕

皇
帝
ユ
リ
ア
ヌ
ス
と
騎
士
た
ち
の
物
語 

　

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ド
・
ラ
・
モ
ッ
ト
・
フ
ケ
ー 
著
（
小
黒
康
正
訳
／
解
説
）

○
九
州
大
学
独
文
学
会
第
三
十
五
回
研
究
発
表
会	

	
	

（
二
〇
二
一
年
四
月
二
四
日　

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
『
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
オ
フ
タ
ー
デ
ィ
ン
ゲ
ン
』
に

お
け
る
宇
宙
的
ポ
エ
ジ
ー
の
試
み 

大
澤
遼
可

ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
マ
ン
『
臣
下
』
に
お
け
る 

「
俳
優
」
の
モ
チ
ー
フ
と
自
己

意
識 

長
光　

卓

オ
ッ
ト
ー
・
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
の
思
想
と
そ
の
同
時
代
に
お
け
る
受
容

―
カ
ー
ル
・
ダ
ラ
ー
ゴ
と
ヘ
ル
マ
ン
・
ブ
ロ
ッ
ホ
の
場
合

 

林　

弘
晃

D
er D

oppelgänger als poetische Form
.　

M
edialität und 

A
m

bivalenz in H
einrich H

eines Gedicht H
eim

kehr X
X

 
U

lrich BEIL
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仏
文
学
研
究
室

講
義
題
目

令
和
三
年
度
前
期

仏
語
学

演
習　

フ
ラ
ン
ス
語
学
（
仏
会
話
Ⅱ
）   

ク
ロ
ン
ツ
准
教
授

講
義　

フ
ラ
ン
ス
語
学
講
義
Ⅰ   

〃　
　
　

仏
文
学

演
習　

フ
ラ
ン
ス
近
代
文
学
講
読

―
ル
ソ
ー
『
エ
ミ
ー
ル
』『
新
エ
ロ

イ
ー
ズ
』   

髙　

木　

教　

授

演
習　

19
世
紀
フ
ラ
ン
ス
文
学
講
読

―
フ
ラ
ン
ス
印
象
派
の
展
開 

 
 

〃　
　
　

特
論　

文
学
研
究
の
方
法
論   

〃　
　
　

研
究　

文
学
研
究
の
実
践   
〃　
　
　

演
習　

博
士
演
習   
〃　
　
　

演
習　

論
文
指
導   

〃　
　
　

講
義　

ポ
エ
ジ
ー
と
政
治   

ク
ロ
ン
ツ
准
教
授

特
論　

現
代
フ
ラ
ン
ス
演
劇
研
究   

〃　
　
　

研
究　

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
イ
メ
ー
ジ   

〃　
　
　

臨
講　

フ
ラ
ン
ス
古
典
主
義
時
代
の
演
劇
研
究 

 
 

（
愛
媛
大
学
）
柳　

光
子
教　

授

臨
講　

21
世
紀
の
小
説
講
読
─
─
ヴ
ァ
ネ
ッ
サ
・
ス
プ
リ
ン
ゴ
ラ
『
同
意
』  

 

木
下
樹
親
講　

師

令
和
三
年
度
後
期

仏
語
学

演
習　

フ
ラ
ン
ス
語
学
（
仏
作
文
Ⅱ
）   

ク
ロ
ン
ツ
准
教
授

演
習　

フ
ラ
ン
ス
語
学
演
習
Ⅰ   

〃　
　
　

仏
文
学

演
習　

フ
ラ
ン
ス
近
代
文
学
講
読

―
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
『
イ
タ
リ
ア
絵
画

史
』   

髙　

木　

教　

授

演
習　

フ
ラ
ン
ス
文
学
講
読

―
心
理
分
析
小
説
の
系
譜   

〃　
　
　

演
習　

20
世
紀
フ
ラ
ン
ス
文
学
演
習

―
デ
ュ
ラ
ス
『
苦
悩
』 

 
 

宮　

崎　

准
教
授

演
習　

20
世
紀
フ
ラ
ン
ス
文
学
演
習

―
ロ
メ
ー
ル
『
浜
辺
の
ポ
ー
リ
ー

ヌ
』   

〃　
　
　

特
論　

文
学
研
究
の
方
法
論   

髙　

木　

教　

授

研
究　

文
学
研
究
の
実
践   

〃　
　
　

演
習　

博
士
演
習   

〃　
　
　

演
習　

論
文
指
導   

〃　
　
　

特
論　

フ
ラ
ン
ス
文
学
研
究
史
特
論   

宮　

崎　

准
教
授

演
習　

博
士
演
習   

〃　
　
　

講
義　

詩
に
お
け
る
オ
ブ
ジ
ェ   

ク
ロ
ン
ツ
准
教
授

特
論　

ポ
エ
ジ
ー
と
視
覚
芸
術   

〃　
　
　

研
究　

迂
回
の
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル   

〃　
　
　

臨
講　

20
世
紀
の
小
説
講
読

―
バ
タ
イ
ユ
『
眼
球
譚
』 

 
 

木
下
樹
親
講　

師
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学
会
・
研
究
室
行
事

仏
文
学
関
係

九
州
フ
ラ
ン
ス
文
学
会
第
六
八
回
大
会
研
究
発
表
（
日
本
フ
ラ
ン
ス
語
フ

ラ
ン
ス
文
学
会
九
州
支
部
大
会
）

 
 

（
令
和
三
年
十
二
月
十
一
日
・
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

Gérard Bayo, poésie spatiale et langue des signes 
 

 
Charlène Clonts

人
事
異
動

宮
崎　

海
子 

十
月
一
日
、
九
州
大
学
人
文
科
学
研
究
院
准
教
授
に
着
任
。

言
語
学
研
究
室

講
義
題
目

文
学
部

令
和
三
年
度　

前
期

演
習　

音
声
学
の
基
礎   

久　

保　

智　

之

演
習　

日
本
語
の
機
能
語
：
コ
ー
パ
ス
調
査
と
分
析   

上　

山　

あ
ゆ
み

講
義　

フ
ィ
ー
ル
ド
言
語
学
入
門   

下　

地　

理　

則

講
義　

言
語
の
脳
科
学
入
門   

太　

田　

真　

理

実
習　

卒
業
論
文
指
導   

各　
　

教　
　

員

Ｇ
３
０　

 T
he Ryukyuan Languages: A

n Introduction 
 

 

下　

地　

理　

則

令
和
三
年
度　

後
期

概
論　

こ
と
ば
の
規
則
性   

全　
　

教　
　

員

講
義　

音
声
学
実
習

―
学
生
諸
君
が
聞
い
た
こ
と
も
な
い
言
語
を
対
象

と
し
て

―   

久　

保　

智　

之

講
義　

日
本
語
研
究
の
基
礎   

上　

山　

あ
ゆ
み

演
習　

フ
ィ
ー
ル
ド
言
語
調
査
応
用
編   

下　

地　

理　

則

演
習　

言
語
研
究
の
た
め
の
計
測
・
統
計   

太　

田　

真　

理

実
習　

卒
業
論
文
指
導   

各　
　

教　
　

員
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講
義　

言
語
学
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
入
門 

 
 

（
青
山
学
院
大
学
）
近　

藤　

泰　

弘

講
義
（
集
中
）　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し
て
み
る
奄
美
群
島
北
部
の
言

語   

（
広
島
大
学
）
白　

田　

理　

人

共
通　

人
文
学
基
礎
Ⅱ   

久　

保　

智　

之

   

下　

地　

理　

則

人
文
科
学
府

令
和
三
年
度　

前
期

特
論　

音
韻
論
の
諸
問
題
１
／
２   

久　

保　

智　

之

研
究　

音
韻
論
実
習
１   

久　

保　

智　

之

特
論　

統
語
論
研
究
の
た
め
の
形
式
意
味
論
入
門   

上　

山　

あ
ゆ
み

研
究　

統
語
論
の
諸
問
題   
上　

山　

あ
ゆ
み

特
論　

語
性
の
類
型
論   
下　

地　

理　

則

研
究　

複
合
語
の
類
型
論   

下　

地　

理　

則

特
論　

言
語
脳
科
学
の
最
前
線   

太　

田　

真　

理

研
究　

生
物
言
語
学   

太　

田　

真　

理

言
語
学
研
究
法   

全　
　

教　
　

員

論
文
指
導   

各　
　

教　
　

員

博
士
演
習   

各　
　

教　
　

員

令
和
三
年
度　

後
期

特
論　

音
韻
論
の
諸
問
題
１
／
２     

久　

保　

智　

之

研
究　

音
韻
論
実
習
１   

久　

保　

智　

之

特
論　

構
造
と
意
味   

上　

山　

あ
ゆ
み

研
究　

統
語
論
の
諸
問
題   

上　

山　

あ
ゆ
み

特
論　

言
語
類
型
論   

下　

地　

理　

則

研
究　

調
査
票
調
査
の
方
法
論   

下　

地　

理　

則

特
論　

言
語
脳
科
学
の
最
前
線   

太　

田　

真　

理

研
究　

生
物
言
語
学   

太　

田　

真　

理

言
語
学
研
究
法   

全　
　

教　
　

員

論
文
指
導   

各　
　

教　
　

員

博
士
演
習   

各　
　

教　
　

員

特
論　

言
語
学
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
入
門 

 
 

（
青
山
学
院
大
学
）
近　

藤　

泰　

弘

特
論
（
集
中
）　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し
て
み
る
奄
美
群
島
北
部
の
言

語   

（
広
島
大
学
）
白　

田　

理　

人
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